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保育系短期大学生に対する英語多読

－読解力と情意面への影響及び読みの傾向－
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要　旨

本研究では、松井・松井（2016a）（1）と同様の実践デザインを用い、情意面と読解能力の変容について調査し

た。その結果、情意面については松井・松井（2016a）（2）と同じく不安感の軽減と、読書量に従い英語に対する

有能感が高まる様子を確認することができたが、読解力、読解速度、読解効率については変化が認められなかっ

た。しかし、多くの先行研究の結果と異なる読解速度の低下については調査したところ、保育系短期大学生は多

読中に読み聞かせを意識した読みを行っている可能性があることが分かった。
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Ⅰ．はじめに

筆者の担当する英語の授業では、学生たちに英語

本来の楽しさを感じてもらい、英語学習に対する意

欲を高めてもらいたいと考え、英語学習に対する動

機を高める効果があると言われる多読に取り組ませ

ている。昨年度は、本短期大学幼児教育学科 1 年生

が半年間英語の多読に取り組んだ結果、英語を読む

ことに対する不安感が軽減される様子、そして、読

書量に従って英語を読むことに対する自信が高まる

様子を報告した（3）。

昨年度からの継続研究となる本年度は、多読の情

意面に対する影響に加え、昨年度課題として掲げた

多読が読解能力に与える効果について調査をする。

なお、本研究では、参加者はアンケートおよびイン

タビューに答えているが、匿名性を確保しているこ

とを申し添えておく。

Ⅱ．多読に関する先行研究及び本稿の目的

本研究における多読は、「学習者の中間言語より

易しい教材」を、「母語に訳すことなく」「楽しみの

ために」「大量に読む」ことを指すこととする（4）。

最近発表された多読研究に関する論文では、英語

学習に対する動機づけや情意面に関する実証研究が

多く見られるものの、読解能力との関連について検

証した研究はあまり見られない。情意面に関する研

究については、英語が嫌いな学習者が減少し、英語

学習に対して肯定的な思いをもつようになったとい

う報告が見られる（5）（6）（7）（8）。読解力に関しては、

社会科学系の大学 1 年生 22 名を対象とした研究（9）

がある。その研究では、週 1 回 90 分の授業の、最

初の 30 分を多読の時間として確保し、前後期 24 回

の授業で多読を行ったところ、英語力は有意に向上

し、特に文法と語彙において中程度の効果量で向上

が見られたことが報告されている。この報告は、国

内外の多読の実証研究において、多読がリーディン

グ技能や語彙力の向上に効果があるという報告と符

合する（10）（11）。他にも、多読によってリスニング、ラ

イティング、スピーキングの技能が向上した例や、ス

ペリング力、発音の能力が向上した例も報告されて

いる（12）。

短期大学における最近の多読の実証研究について

は、調査をした限りでは見つけることができなかっ

た。以前の研究では、医療系短大の 2 年生後期に毎

回 90 分間多読に取り組ませたところ、学生が多読

を楽しみながら意欲をもって授業に取り組むように

なったことが報告されている（13）。また、総合文化

学科の 1・2 年生に対してそれぞれ半期間授業内外

で多読活動に取り組ませたところ、英語力の向上と

英語を読むことに対する肯定感が高まったことが報

告されている（14）（15）。
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短期大学における多読の実証研究において、木村

（2016）（16）のように授業時間内の一部のみを用いて

継続的に多読を行った際の効果について検証された

実践研究は少ない。そこで、本研究では、松井・松

井 （2016a）（17）と同様の実践デザインを用い、授業

時間内の一部のみで行う継続的な英語多読が、保育

系短期大学生に対してどのような変容を与えるかに

ついて調査することを目的とする。具体的には、英

語を読むことに対する情意面への影響に加え、英語

の読解力、読解速度、読解効率に与える影響につい

ても述べていくこととする。その際、読書量の違い

により変容が異なるかどうかを調査するために、読

書量の多い群と少ない群とを設定し、それぞれの変

容について分析をしていくこととする。

Ⅲ．実践デザイン

1．参加者

「外国語コミュニケーションⅠ」を受講する本短

期大学幼児教育学科 1 年生を対象とした。授業を受

講する 86 名の中から、読解力検査当日に欠席をし

た者と、読解力検査の問題を全て解答できなかった

者とを参加者から除外した。また、読書量が M ±

2SD を超える者及び読書記録等のデータがすべてそ

ろわなかった者についても参加者から除外した。そ

して、多読による読書量 （総読語数） 順に並べ、読

書量の多い者 29 名と少ない者 30 名を本研究の参加

者とし、分析の対象とした。参加者の中には、本学

入学以前に本研究で教材として用いる本を読んだこ

とのある者はいなかった。読書量が多い群を多量読

書群、少ない群を少量読書群と命名した。

2 ．使用教材と多読の実践手順

使用教材として、SSS 英語学習法研究会による多

読用図書の「読みやすさレベル」（YL）を参考にし

て、YL0.1 から 3.8 までの Cambridge, HarperTrophy, 
Macmillan, Oxford, Penguin, Random House, Scholastic, 
Thomson 等 の 出 版 社 が 出 版 す る GR （Graded 
Reader：英語学習者用の難易度別読み物）や LR 

（Leveled Reader：母語話者用の難易度別読み物）、

英語の児童書を、計 429 冊を準備した。それらの本

を難易度順に 5 つのレベルに分け、学生が難易度に

応じて本を選びやすいようにした （表 1）。
本はレベル別でかごに収納した。また、本には通

し番号を付けた。それぞれの本の表紙には図書用の

分類シール（各レベルにより色分けがされたもの）

を貼った。分類シールは 3 段になっており、上から

「通し番号」「ジャンル」「その本の総語数」を書いた。

このようにして準備した多読用教材を使用して、

以下のような手順で多読を行った。

①　休憩時間中に、教員が教材用の本を入れた

かごを台車へ乗せ、教室へ運搬する。

②　教員は、教室の前面にかごを並べる。

③　教科書の履修が終了した授業後半、教員が

多読を行うことを宣言する。

④　学生は、かごから本を一冊選んで座席に戻

り、読書を始める。

⑤　学生は、本を読み終えたところで感想用紙

に読後の感想を記入し、本を返却する。

⑥　⑤で本を返却した学生は、次に読む本を選

び、座席に戻る（以降⑤と⑥の繰り返し）。

⑦　教員が終了の合図を出す。

⑧　学生は感想用紙に必要事項を記入する。時

間内に一冊読み終えられなかった学生には、

読んでいた本のページ数を記録させ、続きか

ら読むことができるようにさせる。

⑨　授業終業後、学生は図書を返却する。

3 ．多読実践期間

多読は、2016 年 4 月初旬から 2016 年 7 月中旬ま

でのおよそ 3 ヶ月間計 13 回の授業内で行った。教

科書の履修を終えた後の授業の最後の時間を用い

て、学生に多読用図書を読ませた。多読のための時

間は各授業で異なり、それぞれ 10 分～ 20 分程度で

あった。総時間数は本年度もおよそ 180分となった。

4 ．データ収集

（ 1）情意面（動機づけ）に関して

多読が、学生の英語を読むことに対する情意面に

どのように影響を与えるかを調査するために、「『英

語で読むこと』に関するアンケート」を、多読実施

表 1：多読用教材のレベル、ジャンル及び冊数
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前（4 月第 1 回目の授業）と、多読実施後 （7 月第

14 回目の授業における多読実践の後）に、学生に

記入させた。これは Takase（2007）（18）のアンケー

トを参考にして作成しており、第二言語学習や教育

心理学の知見を基に、全 31 項目で構成された 5 件

法のアンケートとなっている（資料 1）。

（ 2）読解力、読解速度、読解効率に関して

多読が読解力や読解速度、読解効率に影響を与え

るかどうかを調査するために、多読実施前と多読実

施後に読解力検査を行った。

読解力検査の問題には、EPER （Edinburgh Project 
on Extensive Reading） のテスト LEVEL G の Version 
1 及び Version 2 （共に全 18 問、24 点満点を 100 点

満点に換算）を用いた。試験中は大型タイマーを教

室の前に設置し、全問題を解答し終えたところで、

検査にかかった時間を学生に記録させた。その時間

と EPER のテストの総語数から読解速度 （総語数÷

読みにかかった時間 （秒）× 60） を算出した。さら

に、読解効率には、読解速度×試験の正答率で算出

した数値を用いた。

Ⅳ．結果

1．読書量

全 13 回の多読期間中に参加者が読んだ語数は表

2 の通りであった。また、多量読書群の学生と少量

読書群の学生が読んだ語数は、それぞれ表 3、表 4
の通りであった。

表 2：全学生の読語数

表 3：多量読書群の読語数

表 4：少量読書群の読語数

2 ．情意面（動機づけ）のアンケート結果

英語で読むことに関するアンケートの 31 項目に

ついて、多量読書群と少量読書群ごとに、多読実践

前と多読実践後の結果をまとめた（資料 2、資料 3）。
各項目を 5 件法で答えさせた結果について、「5．

あてはまる」に回答が偏った項目（M+SD > 5：天

井効果） は表5のように、「1．あてはまらない」に偏っ

た項目（M-SD < 1：フロア効果） は表 6 のようになっ

た。また、多読実践前後の差が大きかった項目につ

いて、多量読書群は表 7 のように、少量読書群は表

8 のように、それぞれなった。

3 ．読解力調査の結果

多量読書群 （n=29） と少量読書群 （n=30） に関し

て、多読実施前と多読実施後における読解力、読解

速度、読解効率の分散分析表は、表 9 から表 11 の

ようになった。また、読解力、読解速度、読解効率

に関する多量読書群と少量読書群の交互作用をグラ

フで示した（図 1 ～図 3）。

Ⅴ．考察及び今後の課題

アンケート結果及び読解力調査の結果を基に、読

書量の違いに注目して多読の影響を考察し、課題を

見出していくこととする。

1 ． アンケートから両群に共通して見られる影響：

不安感の軽減

表 5 を見ると、多読実践前の 4 月には両群とも「難

しい単語がある英語の本は読みたくない」（項目 9）
と強く思っている。しかし、7 月には両群とも項目

9 は見られない。

多量読書群では、多読実践後に「英文を読んでい

て、少しくらい内容が分からなくても気にしない」

（項目 27）と強く思うようになり、分からないこと

に対する不安感が軽減している様子が見られる。ま

た、少量読書群では多読実施前に「英文を読む前

に、読んでも分からないのではないかと不安になる」

（項目 23）、「易しい英語の本をたくさん読むには頑

張らなければならない」（項目 24）と強く思ってい

る。しかし、多読実施後には両項目とも「5. あては

まる」には見られず、資料 2 及び資料 3 からも、両

項目とも数値が下がっていることを確認することが

できる。さらに、両群とも、表 5、表 7 及び表 8 か

ら英語を読むことに対する肯定的な思いが強くなっ

た様子を見ることができる。

以上の点から、難しい英語を読みたくない、読ん

でも分かるだろうかという学生の不安感を、多読が

軽減させることができたのではないかと考える。
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2 ． アンケートから両群に共通して見られる影響：

英語を学ぶことに対する意識の変化

表 6 を見ると、多読実践前の 4 月には、多量読書

群では 11 の項目が、少量読書群では 12 の項目が、

それぞれあてはまらないに偏っている。これらは、

その要因から三つのグループにまとめることができ

ると考える。

表 5：「5．あてはまる」に回答が偏った項目（M-SD > 5：天井効果）

表 6：「1．あてはまらない」に偏った項目（M-SD < 1：フロア効果）
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表 7：多量読書群における多読実践前後の差が大きかった項目

表 8：少量読書群における多読実践前後の差が大きかった項目

表 9：多量読書群と少量読書群の読解力に関する分散分析表

図 1：読解力に関する多量読書群と
　　　少量読書群の交互作用

図 2：読解速度に関する多量読書群と
　　　少量読書群の交互作用

表10：多量読書群と少量読書群の読解速度に関する分散分析表
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一つ目は「達成目標」である。これは、項目 2「読

むスピードが速くなるように英語の本を読む（読ん

でいる）」、項目 7「成績を上げるために英語の本を

読む（読んでいる）」、項目 11「もっと教養を身に

つけるために英語の本を読む（読んでいる）」が該

当すると考える。二つ目は「入試及び義務的な外的

動機づけ」である。これは、項目 3「高校、短大で

英語を読む必要があるので英語の本を読む（読んで

いる）」、項目 5「短大入試、就職試験に合格するた

めに英語の本を読むようにしている」、項目 13「将

来良い仕事につくことができるように、英語の本を

読む（読んでいる）」、項目 28「短大入試、就職試

験の長文に強くなるように英語の本を読む（読んで

いる）」、項目 29「周りの友達が英語の本を読んで

いるから自分も読んでいる」が該当すると考える。

三つ目は「道具的・実用的価値観」である。これは、

項目 15「インターネットの情報が読めるようにな

るために英語の本を読む（読んでいる）」、項目 17「英

語でメール交換が出来るようになりたいから、英語

の本を読む（読んでいる）」、項目 26「英語の新聞

や雑誌が読みたいから英語のリーディングを学んで

いる」が該当すると考える。これら三つのグループ

が「1. あてはまらない」に偏っているということは、

学生が英語を学ぶ目的を見出していないと考えられ

る。

しかし、多読実践後の 7 月には、三つのグループ

がその一部を残し全て「1. あてはまらない」から

なくなっている。この結果は松井・松井 （2016）（19）

の結果と符合しており、学生が英語を学ぶ目標を

もったのではないかと推察される。少量読書群には、

多読実践後にも「1. あてはまらない」に 5 項目残っ

ているが、表 5 及び表 8 から、少量読書群の学生は

「入試のため」や「道具」として英語を学ぶよりも、

楽しさから英語を読もうとしているようにも思われ

る。

以上の点から、多読を通して英語を読むことが楽

しく感じられるようになることで、英語を学ぶ目標

を持たせたり、英語は何かの役に立つという思いを

抱かせたりすることができるのではないかと考え

る。

3 ．昨年度の結果との比較：読書量と有能感との関係

昨年度の松井・松井 （2016）（20）における少量読

書群の平均読語数は 2,269 語であったが、表 4 を見

ると本年度の少量読書群は平均で 600 語程度多く読

んでいることが分かる。そして、表 5「5. あてはまる」

の、少量読書群における多読実施後である 7 月の欄

に、昨年度は見られなかったが本年度は見られる項

目として、「やさしい英語の本を沢山読むことは簡

単である」（項目 1）と「やさしい英語の本を沢山

読むことに苦労はない」（項目 12）とがある。

昨年度は、多量読書群と少量読書群との比較を通

して、読書量が多くなることで英語を読むことに対

する自信や意欲が高まる可能性を見出したが、本年

度は、少量読書群における、昨年度と本年度の読書

量の差と「5. あてはまる」の項目内容から、読書量

と有能感との関係を見出すことができたのではない

かと考える。

4 ．読書量と読解能力との関連について

本研究では、読書量と、読解力、読解速度、読解

効率それぞれとの間に交互作用は見られなかった。

この結果は、多読は短期大学生にとって読解能力を

高めるために有効ではないと判断すべきか、あるい

は、多読の影響が見られないという「6 ～ 8 か月の

潜伏期間」（21）（22）（23）の影響と判断すべきか、結論

を述べることはできない。

また、読解速度に関する本研究での結果は、多く

の先行研究に反する結果となっている。多読により

最初に効果が現れるのは読解速度であり、Matsui & 

25

30

35

40

45

50

Pre Post

(n=29)

(n=30)

表11：多量読書群と少量読書群の読解効率に関する分散分析表

図 3：読解効率に関する多量読書群と
　　　少量読書群の交互作用
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Noro （2010）（24）にも多読によりまず読解速度が向

上することが示されている。この点について次項で

考察したい。

5 . 保育系学生の、多読用教材の読みの特徴

多量読書群の学生の読解速度が変わらず、少量読

書群の学生の読解速度が遅くなったことは、前項で

述べたようにこれまでの先行研究の結果とは異なっ

た結果となった。この結果については一つ理由が考

えられる。

昨年度も本短期大学幼児教育学科において英語多

読を試み、情意面についてのアンケートを採った。

また、同時期に本短期大学ビジネス学科においても

同様の英語多読を行い、同じアンケート調査を行っ

た。その結果には、両学科の間に違いが認められた。

この違いを分析するために、それぞれの学科から

数名を抽出し、半構造化面接を行った。すると、あ

る保育系学生が「話で起こっていることが頭の中で

動く。映像みたいに話の中でキャラがセリフを言っ

てる感じで動いていく」と答えた。一方、あるビジ

ネス系の学生は「シリーズを読み進めようと頑張っ

た。レベルが上がっていくと、文で理解しようとし

て、絵は確認程度になってきた」と答えた。これは、

保育系学生は『絵先行型の読み』を、ビジネス系学

生は『文字・文先行型の読み』を、それぞれしてい

るのではないかと思われた 1）。

多読の効果としてこれまで報告されている読解速

度の向上は、保育系学生ならではの読みの特徴のた

めに現れなかったと言えるかもしれない。インタ

ビューの中で別の保育系学生は次のように述べてい

た。

自分のためだけじゃなくて、他の人と感想を言い

合いたいと思うようになってきた。キッパー （シ

リーズ本）みたいな簡単な本でも、人に読み聞か

せをすると楽しそう。仲間とシェアしたいと思う。

いっぱい読むことで読む力が上がった。2）

多読後に毎回感想シートを記録させているが、保

育系学生の感想には「この本は読み聞かせによさそ

う」という記述が少なからず見られる。将来保育者

になる学生にとって、絵本は、たとえそれが英語絵

本であったとしても読み聞かせの教材となりうる。

保育系学生は、読み聞かせ技能の重要性を高く認識

しているため、絵本の内容理解に重きを置き、読み

聞かせ技能の一つである「ゆっくり・間を取って読

む」という読みをしていることも考えられる。（25）

6 ．まとめと今後の課題

本研究の結果から、多読には、読書量にかかわら

ず、英語を読むことに対する短期大学生の不安感の

軽減や、短期大学生に対して英語を学ぶ目標をもた

せるといった効果があると考えられる。また、読書

量が増えることで、短期大学生に対して英語を読む

ことに対する有能感を与えることができるとも考え

られる。これらの結果は、昨年度の結果と符合する

が、これらが短期大学生に対する多読の効果である

と判断するには、さらに精査する必要があると思わ

れる。また、読書量が読解能力に与える効果につい

ては今回確認できなかったが、本研究の結果のみで

効果がないと判断することも早計であろう。本研究

で読解速度に影響を与える可能性として見出された

保育系学生の読みの傾向とあわせて、今後も多読が

保育系学生に与える影響を調査する必要があると考

える。

Ⅵ．おわりに

2 年間にわたり本短期大学で多読実践に取り組ん

できた。当初の期待通り、学生の英語学習に対する

動機を高めることはできていると考える。また、本

研究を通して、保育系学生が子供への読み聞かせを

意識しながら多読活動に取り組んでいる可能性があ

ることが分かった。ゼミナールで小学校に出かけ、

英語の絵本の読み聞かせを学生にさせたことがある

が、多読をした学生が読み聞かせをした本は多読で

自分が読んだ本であった。英語の授業における多読

実践それ自体が、読み聞かせのよい練習になってい

たのかもしれないと思った。

多読は、単に英語学習を意識して行われるべきも

のではなく、より可能性のある活動であるのかもし

れない。これからも多読実践を行い、学生の様子を

見ながら多読の可能性を探っていきたい。

（第 1 執筆者：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅴ、Ⅵを執筆）

（第 2 執筆者：Ⅳの執筆及びⅤの分析補助）
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資料 1：『英語で読むこと』に関するアンケート
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資料 2：多量読書群のアンケート結果 資料 3：少量読書群のアンケート結果
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